
2023年度第5回日本建築学会九州支部建築デザイン発表会
発表梗概募集要項
一般社団法人  日本建築学会九州支部

建築デザイン発表会


日  時   2024年3月2日（土）  9時～17時

会  場   鹿児島大学（鹿児島市郡元１丁目２１−２４）
建築デザイン発表会の趣旨
九州支部「建築デザイン発表会」は，九州支部研究報告会に併せて建築デザインを発表・議論する場を設けて日本建築学会設計系会員の学会活動への参画を促し，九州の設計系の実務者，教員，大学院生等に建築デザインの評価の機会を提供するとともに，実務・大学院等における設計教育，ひいては設計の質の向上に資することを目的としています。
ここでいう建築デザインとは，設計の論理性，工学的・技術的裏付け，実現した効率性・経済性の根拠等が明確なデザインをいいます。発表にあたっては，以上の主旨がよく伝わるよう表現してください。
発表梗概を下記の要領で募集いたしますので，ふるってご応募ください。
発表梗概募集要項　　　　　　　　　
１．ホームページでの原稿書式公開    2023年10月20日（金）12時より
【日本建築学会九州支部ホームページアドレス　http://news-sv.aij.or.jp/kyushu/】

２．発表登録（８．参照）
      ・登録開始　　2023年11月10日（金）12時より

      ・締　　切　　2023年12月8日（金）16時まで

３．原稿提出（９．参照）

      ・投稿開始　　2023年11月10日（金）12時より

      ・締　　切　　2023年12月8日（金）16時まで

４．応募規定

（１）
対象：
1) 本会会員が設計・計画した建築デザイン（九州地方以外に立地するものを含む）とし，実施作品，計画案，大学の卒業設計，大学院の設計課題等を含みます。
2) 建築物の意匠設計ばかりではなく，構造設計，環境・設備設計等の技術分野の設計，まちづくり・景観・団地・広場などの都市・地域デザインや造園の設計，保存・修復・復元等の設計，インテリア・家具・ ディテールのデザイン，その他建築にかかわる設計を幅広く含むものとします。
（２）
応募資格：発表者は共同発表者（連名者）も含め，本会会員とします。未入会者は原稿提出までに入会手続きを済ませて下さい（インターネットで入会手続きを行うと会員番号が即時発行されます）。当支部と学術交流協定を締結している国外の関係学協会に所属する会員も，応募することができます。
（３）口頭発表：採択された発表梗概の口頭発表者（○印）は必ず建築デザイン発表会に出席し，口頭発表を行って下さい。口頭発表者が欠席した場合は「発表取消」とみなします。共同発表者の代理講演発表は認めません。ただし，建築デザイン発表会，研究発表会の両方に投稿しかつ相互の発表セッションの時間帯が重なった場合は，研究発表会の講演発表を行うこととし，当該の建築デザイン発表に限って共同発表者の代理の講演発表を認めます。口頭発表は，建築デザイン発表会と研究発表会の両方合わせて1人2題まで（①研究発表会1題＋建築デザイン発表会1題、②研究発表会2題、③建築デザイン発表会2題）とします。発表の方法は，ご自身のPCを使用して口頭発表を行います。ただし、新型コロナウイルスなどの影響によりオンライン開催に変更する場合があります。詳細は九州支部ホームページの「発表要領」を参照して下さい。不測の事態により発表できない事情が生じた場合は事前にその理由を付してemail書面により本支部事務局まで申し出て下さい。
（４）
著作権：

1）著者（発表者）は掲載された発表梗概の著作権の使用を本会・九州支部に委託するものとします。ただし，本会・九州支部は，第三者から文献等の複製・引用・転載に関する許諾の要請がある場合は，原著者に連絡し，許諾の確認を行います。
2）著者（発表者）が，自分の発表梗概を自らの用途のために使用することについての制限はありません。なお，掲載された発表梗概をそのまま他の著作物に転載する場合は，出版権に関わるので本会・九州支部に申し出て下さい。
3）編集出版権は，本会・九州支部に帰属するものとします。

（５）
電子形態による公開：発表梗概は，本会および本会が許諾したウェブサイトで，電子形態によって全文が公開されます。

（６）
発表梗概原稿は，「執筆要領」に従って作成することとし，不備のあるものは採択されません。

（７）
発表会の中止：支部役員会の判断により発表会の一部または全部を中止する事があります。
５．応募方法
（１）
申込み：①インターネット上での発表登録，②インターネット上での発表梗概原稿の提出をもって申込みとします。詳細は「発表登録・原稿送信要領」を参照して下さい。
（２）
１題4頁とし，本文，図表などを収めて下さい。九州支部ホームページに掲載される「原稿書式」及び「執筆要領」を厳守のうえ，執筆して下さい。なお，原稿受理に関する問い合わせや提出原稿の訂正は一切受け付けません。
６．研究報告・建築デザイン発表梗概集
採択された原稿は「日本建築学会研究報告九州支部第63号・日本建築学会九州支部建築デザイン発表梗概第5号」に収録し，PDFファイルをダウンロード販売します。価格は2,200円（予価）です。なお，口頭発表者（申込者）には研究報告・建築デザイン発表梗概集のPDFファイルを無償で配布します。
研究報告・建築デザイン発表梗概集（PDF版）は，発表登録時又は九州支部ホームページ上の申込書にて，事前予約することができます。なお，研究報告集のPDF化に伴い，CD-ROM版は廃止しました。
７．発表登録費
口頭発表者（申込者）は，次の発表登録費を納入して下さい。代金は，日本建築学会九州支部研究発表会発表登録ページから、クレジットカードまたはコンビニ決済にて払い込んで下さい。なお，４．応募規定（２）応募資格に示した学術交流協定の締結先となっている国外の学協会会員からの応募については，発表登録費を免除します。
○発表登録費  研究報告１題につき4,400円 (税込)

　　　　　　　１人で２題の口頭発表を行なう場合は6,600円 (税込)とする。
　※発表登録費が期日までに納入されない場合には，研究発表会での発表はできません。

８．発表登録について
（１）
登録されたデータを用いて，そのまま発表会プログラムを作成しますので，誤りの無いようにご注意下さい。

（２）
九州支部ホームページ上の「支部研究発表会・建築デザイン発表会 発表登録」の指示に従って必要項目を入力して下さい。なお，「登録部門」（全国大会の細分類に準じた「部門」と「細分類」）を入力し，「講演分野」は建築デザイン発表会を選択して下さい。
（３）
研究報告の内容が災害に関連する場合は指示に従って入力して下さい。
発表登録が完了しますと「発表登録番号(４桁)」と「パスワード」が発行されます。

登録した内容の修正および原稿を提出する際に必要ですので，必ずメモしておいて下さい。

登録内容の修正は，発表登録の締切日時まで可能です。
９．原稿提出について

（１）
ファイル形式
電子原稿はAdobe Readerで表示および印刷可能なPDF（Portable Document Format）ファイルで提出して下さい。

（２）
ファイルサイズ（容量）の制限
ファイルサイズは5MB以下とします。5MBを超えると受信いたしません。また，ファイルは一つとし，圧縮ツールによる圧縮やセキュリティ設定はしないで下さい。

（３）
ファイル名について
必ず拡張子（.pdf）がついているファイルをお送りください。

（４）
提出方法
提出方法はインターネットによる発表申込みの画面で送信してください。メール添付による提出はできません。
（５）
作成するアプリケーションとOS
原稿を作成するアプリケーションの制限はありません。OSはWindows 10以降またはMacOS 11以降を推奨します。
（６）
PDFファイルの作成方法
PDFファイルは，原則としてAcrobat DC以降（または同等品）を用いて作成してください。 Acrobatの詳細についてはhttp://www.adobe.com/jp/ をご覧ください。

（７）
PDFファイルの作成方法投稿されたPDFファイルはWindowsまたはMacintosh上で稼働する  CD-ROMに掲載されますので，原稿内に使用するフォントは以下に限定して下さい。

	OS
	Windows
	Macintosh（OS 11以上）

	日本語フォント
	MS明朝またはMSゴシック
	MS明朝，MSゴシック，ヒラギノ

	英字フォント
	Arial, Century, Helvetica, Symbol,

Times, Times New Roman
	同左


○PDF作成時には必ずフォントの埋込みを行って下さい。
○写真や画像を含む場合，PDF化することで出力品質が低下することがあります。ファイルサイズ制限内で，PDF化する際のジョブオプションの値を高くして作成して下さい。
○作成したPDFファイルは一度プリンタで印刷し，執筆者の意図どおり印刷されることを確認して下さい。
１０．「発表用ポスター」の作成について
当日には、発表用ポスター(A1サイズ縦使いx 1枚)を作成し、所定の場所に掲示してください。
１１．「発表会プログラム」について
「発表会プログラム」は支部ホームページ上で公開します。プログラムの印刷・配布は致しません。
１２．履修登録について
研究発表会・建築デザイン発表会を建築CPD 情報提供制度の建築CPD プログラムとして申請する予定です。CPD プログラムとして認定された場合は，九州支部ホームページ等に表示します。
１３．請求書および校費による支払いについて
発表登録費，報告集代金等の請求書および領収書は、ウエブサイトよりPDFファイルをダウンロードする形式にて提供します。校費による支払いへの別途対応は、取りやめました。

１４．建築デザイン発表に対する質疑討論について
発表会場での質疑討論を原則としますが，九州支部建築デザイン発表会において発表された内容に関する質疑討論を希望する場合は，本会の「版下原稿執筆の手引き」にある質疑討論の書き方に準じて原稿を作成し，九州支部事務局宛に送付して下さい。送付された質疑討論については，九州支部常議員会学術幹事がその採否ならびに取り扱いを行うものとします。
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